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序
司馬桑敦 (1918―1980) は台湾文学史に属する作家である｡ 抗日戦争に身を投
じ, 国共内戦を体験し, 国民党に従って台湾に渡った彼は, 多くの外省人と同じ
ように, 生涯流浪とノスタルジアから免れられなかった｡ 彼は幾多の国と地域を
転々とした｡ 中国東北地方, 台湾, 日本, アメリカなど｡ 台湾の文学研究者陳芳
明が指摘したように, ｢放逐と流亡は台湾文学の永久のテーマである｡｣ (１) また
エドワド・サイドが指摘したように, ｢亡命は知識人を権力, 故郷――内的存在――
からくるさまざまな保護, 慰めと無縁な存在にさせてしまう｡｣ しかし ｢流亡者
が二つの視点を持つことができる｡ 過去が残してくれたものと現在存在するもの
からの二重透視的な視点｣ である｡ (２) 司馬桑敦文学の主題も放逐と流亡が中心
となっている｡ 積極的な一面から見れば, 流転の生活はかえって異なる民族, 異
なる言語, 異なる文化に接する機会を齎し, 体験と思索を豊かにした｡ 司馬桑敦
は放逐の知識人として, サイドが言ったように ｢二重透視的な視点｣ を持ってい
たのである｡
上述の諸国家, 地域の他に, 司馬桑敦はまた朝鮮半島にも注目した｡ 60年代に
２回韓国を訪問し, 遊記や小説に韓国を描いた｡ 司馬桑敦にとって, 朝鮮半島は
特別な意味を持つ地域である｡ 50年代, 60年代の台湾は国民党の軍事独裁統制の
情勢下にあった｡ 胡適の自由民主思想に一脈通じた司馬桑敦は, 表現の自由が束
縛される当時の韓国に強い関心を寄せた｡ 彼の韓国描写, 言説は台湾の政治に対
する洞察と密接な関連性をもつ｡ また彼の民族的主体性に関する思索と深く関連
する｡ 植民地時代からポスト植民地時代を生き抜いた司馬桑敦の文学創作或いは
文化批評は, 本質的にはポストコロニアリズムに属する問題であると見るべきで
あろう｡
近年来すでにいくつかの司馬桑敦研究が見られるが, (３) 朝鮮半島との関係に
ついてまだ言及するものがない｡ 本論文は司馬桑敦の韓国叙述に論証の重点を置
き, 多元的な視点から小説 ｢高麗狼｣ を分析し, 民族, 文化に対する多元的認識
と民族の主体性問題に対する模索のプロセスの究明を目的とする｡
一, 司馬桑敦の韓民族体験と創作
司馬桑敦, 本名王光逖｡ 1918年遼寧省金県の出身である｡ 司馬桑敦と朝鮮人お
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よび朝鮮半島との関わりはおおよそ三つの時期に分かれる｡ 第一期は彼の少年時
代, 抗日戦争時代である｡ 第二期は1950年の朝鮮戦争の時代である｡ 第三期は
1960年代である｡
第一期において重要な点は, ｢九・一八｣ 所謂満州事変後のゲリラ体験である｡
1932年司馬桑敦は十四歳で嫩江地方の ｢東北抗日義勇軍｣ に少年兵として入隊し,
いくつかのゲリラ戦に参加した｡ (４) この時期の彼の行動, 朝鮮方面との関係に
ついては, 周励氏の簡単な記述を除いて, 目下詳しい資料が残っていない｡ しか
し ｢東北抗日義勇軍｣ に関する一部の資料からわれわれは側面から司馬桑敦が処
していた30年代の状況を知ることができる｡
楊松の ｢論七年来東北抗日遊撃運動的経験和教訓｣ (５) に ｢東北抗日義勇軍｣
の歴史が記されている｡ 楊松は満州事変後東北地方ゲリラ運動の特徴についてま
ず, ｢自発的な全民族的な抗日解放運動｣ と指摘した｡ ｢当時は東北の労働者, 農
民, 学生, 教員, 商人及び一部の裕福な農民, 資本家の子弟もみな抗日義勇軍, 自
衛軍, 救国軍に参加し, 日本軍に抵抗し, 故郷を守るために戦った｣ (６) またこの
文章で注目されるのは, ゲリラ隊にいた朝鮮人についての記述である｡ ｢第二軍
王徳泰の部下の半分が朝鮮人である｡ 民族の歴史や風俗, 習慣などの面から見て
も中国人と大分異なるところがあったが, 共通の敵――日本帝国主義に反対し,
民族の独立を目指すという共通の政治的目標のもとで団結一致している｡ また朝
鮮人の独立軍を組織し, 朝鮮国内に入って, ゲリラ活動を起こし, 民衆を喚起す
るなど, すでに相当な効果を出した｡｣ (７) この文章からわれわれは, 当時東北の
抗日運動が ｢全民族｣ 的であり, 漢民族以外に多くの朝鮮人も加わっていたこと
が分かる｡ 当時中朝国境地帯では, 中国人, 朝鮮半島人は自由に往来していた｡
｢日韓併合｣, ｢三・一独立運動｣ 後, 多くの朝鮮人が中国東北地方に渡ってきた｡
その中に, 旧韓国の高官や知識人, 独立運動のリーダーもいた｡ (８) 司馬桑敦が
｢東北抗日義勇軍｣ にいた数年間に朝鮮人と接する機会が多かったと推測できる｡
むしろ彼らは戦友であり, 同志であったと考えるのが自然であろう｡
第二期の朝鮮戦争時期に司馬桑敦はすでに台湾に渡り, 国民党海軍官校の政治
教官を務めていた｡ この時東西冷戦はすでに始まっていた｡ 司馬桑敦は朝鮮戦争
に多大な関心を示した｡ 後日の韓国遊記 ｢滔々漢江水西流｣, ｢戦場風腥板門店｣,
｢雨濛濛釜山街頭｣ (９) において朝鮮戦争の情景を回想している｡ ｢車が漢江大橋
に差し掛かって, 旧い橋けたを見た時, 十二年前に起こったあの残酷な戦争を思
い出した｡ 私はもう一度あの恐ろしい画像を思い出した――破壊された漢江大橋
の上に数千人, 数万人の韓国人の遺体がぶら下がっている｡ 彼らの希望と自由は
唯一この戦火を受けた橋に懸っていた｡｣ (10) 司馬桑敦の感懐がかくも鮮明である
ことは, 朝鮮戦争に強い関心を寄せ, 報道や写真などを通してその残酷さを深く
認識したことを物語っている｡
司馬桑敦は釜山にも特別な感慨をもっていた｡ ｢正直に言って, 釜山は自由世
界のために強靭な力を発揮した都市として, 早くから私の憧れの名地であった｡
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1950年８月中旬連合軍と韓軍に残された最後の街は釜山であった｡ もしこの街も
陥落していたなら, 大韓民国と連合軍支持下の自由世界は今日までの歴史を
いかに続けられたか頗る興味深い問題だ｡ 釜山がなければ韓国がなかったと言え
る｡｣ (11) このように, 釜山に対する見方は朝鮮戦争と常に関係していた｡ 彼の朝
鮮半島認識は第一期の抗日, 独立, 所謂民族ナショナリズムから東西冷戦の情勢
に注目し, 自由世界の未来を考える方向へと変わった｡
第三期において, 注目されるのは1963年, 1964年連続２回の韓国訪問である｡
司馬桑敦は1954年から ｢連合報｣ の特派記者として来日し, 日本国会記者クラブ
に所属し, 政治記者として活躍していた｡ 1963年11月, 彼は韓国軍事政府の招聘
を受け, 朴正煕政権の第一回目の民主選挙を取材した｡ 彼は李承晩政権を覆した
あの有名な ｢四月革命｣ が起こったタプコル公園を訪れ, 朴正煕の政治ライバル
尹善を訪問した｡ 取材を通して, 彼は朴正煕と李承晩の政治観点の違いを理解
すると同時に韓国の軍人独裁政治を警戒した｡ 翌1964年８月彼はまた台湾特使張
群について再度訪韓した｡ この時, 彼は韓国の学生運動を中心に, 多くの学生,
大学教授, メデイア関係者, 一般労働者を取材した｡ 二回の訪韓で彼は韓国の政
治, 文化などについてより深く理解した｡ 訪韓後発表した九篇の紀行文がこの辺
の消息を伝えている｡ これらの紀行文の重要な意義は, 韓国を一つの好例として,
植民統治を脱却した後, 如何に国家或いは民族の主体性を取り戻すかという課題
を示したことである｡
上に示したように, 朝鮮半島と関わった時期は司馬桑敦の人生の約三分の一を
占める｡ これらの体験は, 彼の文学創作の動機を裏付ける要素として無視できな
いだろう｡ 記者としての仕事以外に, 彼は文学の面でも韓国を重視した｡ 朝鮮戦
争後彼は朝鮮人を描いた短編小説 ｢高麗狼｣ (1955年) があり, 60年代に韓国紀
行文がある｡ これらの作品はコロニアルからポストコロニアルへ過渡するアジア
の歴史と緊密に関連し, 彼の時代認識と文化認識が反映されている｡
二, ｢高麗狼｣ に見える地政的周辺性と50年代
20世紀50年代はアジアにとって, 大きな歴史的転換点である｡ 半世紀にわたる
日本のアジア統治は, 1945年日本の敗戦によって, 終止符を打たれた｡ いままで
日本の植民地になっていた国と地域が独立を果たし, 再建の道を辿り始める｡ ア
ジアにおいて時代はコロニアルからポストコロニアルへと入っていく｡ 文学の世
界においても, 植民地時代を回顧し, 抵抗と苦難の歴史を物語る作品, 或いは独
立していく過程で植民地時代が残したさまざまな後遺症と戦う体験を描写する作
品が現れた｡ このような作品を大まかにポストコロニアル文学と称する｡
ポストコロニアル文学とは, 殖民地化された時代を回顧し, 現在に続くポスト
コロニアル地域, 社会の政治的, 経済的, 文化的現実を背景にして行われた, 或い
は行われている文学的実践行為である, と言えるのではないだろうか｡ ポストコ
ロニアル (postcolonial) については, 従来二つの捉え方がある｡ 一つは, ｢植民地
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時代以後｣ すなわち, 脱植民地の歴史を言う, 一つの歴史の ｢終了｣ である｡ も
う一つは, 植民地統治が残したさまざまな結果に対して, 批判し, 或いは継承し,
主体性を再構築する過程と考える捉え方である｡ つまり, ｢post｣ という接頭語を
植民地支配の ｢終了｣ か, 或いは ｢継承｣ ｢批判｣ か, という捉え方である｡ (12)
筆者は, ポストコロニアル文学, 或いはポストコロニアル文学批評を考えるとき,
歴史への継承性, 批判性, つまり, 脱植民地化の歴史は, 植民地化された過去にお
いてその根が下ろされ, 生命を得ているという事実を無視することができない,
と考える｡ 更にポストコロニアルの歴史を考える場合, 第二次世界大戦の終結を
境にして, それ以前, ヨーロッパ諸列強国による非ヨーロッパ世界の植民地化の
時代と, それ以後, 被植民地諸国が独立した脱植民地時代と, 大きく二つの段階
がある｡ 殖民地時代は戦うべき帝国という敵, 或いは ｢中心｣ が存在するのに対
して, 脱殖民地時代はこの ｢中心｣ が崩壊し, 新しい権力体制が模索される, よ
り複雑な状況を呈している, といえる｡ 一口にポストコロニアル文学と言っても,
それぞれが生まれた時代を背負っているし, 異なる特性をもつのも当然のことで
あろう｡ 従って, ポストコロニアル文学批評や研究も常にこのような特異性を念
頭に入れつつ, 多様多種に展開する必要がある｡ この意味において, ポストコロ
ニアル文学論は常に ｢雑多性｣ ｢非均一性｣ を孕んでいると言われている｡ (13) 本
論文で取り上げる司馬桑敦の ｢高麗狼｣ はちょうど第二次世界大戦終結直後の中
国東北地方の混乱した情勢を背景とした作品である｡
｢高麗狼｣ は1955年に執筆され, 1958年香港の雑誌 ｢祖国｣ に掲載された｡ 作
品は長白山で活躍するゲリラ隊リーダー, ひとりの朝鮮人を描いた物語である｡
19世紀から20世紀末まで中国人作家が朝鮮半島を描いた作品, たとえば, 郭沫若
の ｢牧羊哀話｣, 蒋光慈の ｢鴨緑江上｣, 台敬農の ｢私の隣居｣, 夏輦生の ｢船月｣
などはみな植民地朝鮮を背景に, 朝鮮人民の悲哀, 苦難, 抵抗, 犠牲を描いてきた｡
つまり, これらは主に植民地時代を描いた作品である｡ 植民地時代に創作された
これらの作品は, 東西冷戦終結後になって, ようやく研究者によって注目される
ようになる｡ このような作品は ｢韓人題材小説｣ (14) として, 目下韓国の学者た
ちに最も注目されている｡ 学界の関心は同時にこの種の作品の基本的性格を限定
している観がある｡ すなわち朝鮮人民の悲運と抗日を主題とする作品が ｢韓人題
材小説｣ であるという観を呈している｡ しかし ｢高麗狼｣ は従来の ｢韓人題材小
説｣ より更に複雑な背景とテーマを持つ作品である｡ 作品の時間設定は日本敗戦
後, 国共内戦, すなわち帝国という ｢中心｣ が崩壊した後, ｢周辺｣ の勢力が台頭
し, 拮抗する時期, すなわち脱植民地時代である｡ いままで学界においてこの作
品がほとんど評価されない｡ しかし ｢高麗狼｣ の時代設定はまさにコロニアルか
らポストコロニアルへと転換する重要な時期である｡ その問題意識はより複雑に
なっている｡ ポストコロニアル文学としての ｢雑多性｣ ｢多様性｣ を反映したも
のである｡
ビル・アッシュクロフトは, 帝国の ｢中心｣ が崩壊後の作品の周辺性問題につ
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いて, つぎのような基本的な観点を示している｡ ｢『中心』 の消滅は複合体の妥当
性に対する確認を導く｡ 『中心』 が失った世界において周辺性は現実を構築する
重要な要素となる｡ 人種, 性別, 心理の 『正常性』, 地理或いは社会的距離, 政治
上の排除など, あらゆる周辺化の言説がここで交錯し, 中心と周辺の地理的区分
を解消し, 複雑に交錯し, 混合した体験が集約する現実認識を構成する｡｣ (15) こ
こではビル・アッシュクロフトは主に脱植民地時代の文学批評の課題に触れてい
るが, ポストコロニアル文学の仕組みを明白に指摘している｡ 第二次世界大戦後,
植民地国家はつぎつぎに独立を果たしたが, しかし, 政治, 経済, 特に文化の面に
おいて, 植民地時代が残したさまざまな後遺症と戦いながら, 主体性の再建を模
索してきた｡ ｢高麗狼｣ はまさにこのような時代を背景として, ｢周辺性｣ の問題
を描いた作品である｡ ビル・アッシュクロフトが示した基本的な観点を ｢高麗狼｣
の分析に応用することが可能であろう｡
｢高麗狼｣ は中国東北地方の長白山原始林を舞台とする｡ 日本敗戦後, 共産党
と国民党は争って東北地方のゲリラ部隊, 緑林組織を接収し, 自分の勢力を拡充
し, 新しい ｢中心｣ になろうとした｡ 作中人物高麗狼, 黄老人, ｢私｣, 小宮はそれ
ぞれ当時の政治上及び地理上の周辺性と中心性を代表する｡
(一) 地理上の周辺性
｢高麗狼｣ は ｢黄松甸子駅に入ると直ちに狼の気配を感じた｣ (16) という一文
で始まる｡ 黄松甸子は長白山の北部に位置し, 日本統治時代に樵たちによって開
発された町である｡ また, 長白山の中心部に通ずる重要なルートでもある｡ 高麗
狼の勢力縄張りは黄松甸子を含む長白山一帯である｡ 長白山一帯は朝鮮と同じよ
うに嘗ては日本の植民地であった｡ いわば地理的に見て周辺地域であった｡ 一方,
中国の中原から見た場合, ここはまた周辺的である｡ すなわちこの小説は最初か
ら地理上の周辺地域を意図的に設定していたということになる｡
｢私｣ はもともと長白山のゲリラ隊員で, 高麗狼とはよい友達であったが, 十
年前, 長白山を離れてしった｡ 抗日戦争後, ｢私｣ は重慶 ｢中央｣ から, 小宮はウ
ラジオストクからそれぞれ国民党と共産党の接収任務を帯びて再び長白山に舞い
戻ってきた｡ この作品の地理的周辺性は主に ｢私｣ と小宮によって強調される｡
｢私｣ は十年離れた黄松甸子を見た時, この原始林を ｢中央｣ (重慶) と比較して
みた｡
私が黄松甸子を離れて十年が経った｡ ここはいま面目がすっかり変わって,
自分には全くわからない場所になっていた｡
この夜 (中略) 私にすでに忘れてしまったこの原始森林を共に守った動物
に近い暖かい感覚を思い出させてくれた｡ この数年来政治的教育が私を軟弱
にし, 退嬰的に変えた｡ 彼らの洗練されていない感情を粗野に感じたが, し
かし一種の真摯の安堵感が私の頭を覆った｡ 彼らと話しているうちに, もう
― 97 ―
三
二
一つの社会ではなくてはならない猜疑と憂慮の感情が自然に薄らいできた｡
自然の中で鍛えられた人間は自然と同じように強いと, 私は感じた｡ しか
し私は自然からあまりにも長く離れた｡ 私は軟弱になった自分を感じずには
いられなかった｡ (17)
長白山は原始的である｡ そこに生きる人たちは強い｡ 彼ら ｢動物に近い｣ 感情
は都の ｢猜疑と憂慮｣ と対照的である｡ これは ｢周辺｣ と ｢中心｣ の具体的対照
である｡ 当時延安の共産党本部の作戦は, 都市を奪還し, 工場, 炭坑を占領し, 鉄
道を分断し, 交通をコントロールし, 敵を徹底的に殲滅することであった｡ 1945
年ころ八路軍はソ連紅軍と協力して, すでに東北の主要都市と農村を掌握した｡
しかし彼らはまだ長白山原始林に踏み入っていない｡ そこは武装したゲリラ組織
の馬賊や緑林組織 (18) の地盤であった｡ 作者が作品中で度々長白山を ｢原始森林｣
と表現した意図は長白山の周辺性を強調するところにあると言える｡ 長白山原始
林は朝鮮人や朝鮮族の武装組織の根拠地になっていた｡
(二), 政治的周辺性
ゲリラ隊リーダー高麗狼と国民党, 共産党, ソ連紅軍とのやり取りが ｢高麗狼｣
の主な内容になっている｡ ｢私｣ と小宮はそれぞれの政治的任務を帯びて高麗狼
の部隊の接収を図ろうとする｡ 彼等は互いに敵意を感じ, 疑心暗鬼であった｡ そ
こに偶然迷い込んできたソ連紅軍の巡回部隊が加わる｡ かれらはそれぞれ四つの
武装勢力を代表し, 長白山原始林で四局対峙の態勢を作り出していた｡ このよう
な情勢はまさに国共内戦期東北地方の政治勢力及び武装勢力の状態を表している｡
高麗狼と朝鮮娘 ｢仙女｣ との愛情物語は武装勢力の確執と入交りながら展開する｡
高麗狼と ｢仙女｣ は ｢高麗人｣ と称されている｡ 実際, 長い間中朝の国境地帯は
開放地域になっていて, 朝鮮半島の人々は鴨緑江を自由に往来していた｡ 日韓併
合後日本は中国東北地域への移民政策を掲げ, 朝鮮人が大量に東北地方に移住し
た｡ 彼らは主に土地開墾に従事した｡ 高麗狼ら朝鮮人は中国人と共に日本に抵抗
する戦いを続けてきた｡ 日本帝国崩壊後中国国内の政治情勢が分裂し, 内戦状態
に入った｡ その中で, 彼等の立場も微妙な変化が生じ始めた｡ 国民党側の ｢私｣
は高麗狼を国民党に, 共産党側の ｢小宮｣ はまた逆に彼を共産党側に接収しよう
とした｡ ｢私｣ と高麗狼が交わした次会話から, 高麗狼の心理をある程度見るこ
とができる｡
高麗狼：何をしったっていい｡ ただ自由自在, 自分が納得すればいいのだ｡
私 ：自分を除いては, 君はもう革命を考えないのか？
高麗狼：革命？俺が革命だ｡ 自分を解放し, 自分の自由を求める他に革命なん
かあるものか｡
私 ：まさか君は人民と国家のことをもう考えなくていいと言うのか？
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高麗狼：君は何と抽象的にものを言うのかね｡ 君は人民と自分を分けてしまう
のか？俺は人民ではないのか？君は俺を国家と対立させようとするの
か？
私 ：勿論, 対立させることは考えていないよ｡ しかし君ひとりでは国家を
代表することができないよ｡
高麗狼：いや, 俺が国家を代表できると考える｡
俺の全世界は彼女 (仙女) だ｡ 俺の全霊魂は彼女だ｡ 彼女を除いては
俺に何もない｡ (19)
ここでは, 高麗狼は共産党, 国民党の要請をきっぱりと断る｡ ｢私｣ と高麗狼は
革命, 自由, 国家をめぐって論争し, なかなか意見の一致が得られない｡ なぜ意
見が一致しないのか｡ それは彼らが考えていた自由, 国家の意味, 角度が違って
いたからである｡ ｢私｣ は国民党 ｢中央｣ の立場に立ち, 新しい政権の獲得を目
指す｡ 従って ｢私｣ の言う国家は中国を意味する｡ 一方, 高麗狼は自分の民族の
立場に立つ｡ 彼の言う国家は中国ではなく, 彼自身の国を意味する｡ ここに高麗
狼の朝鮮半島人としての意識が窺える｡
高麗狼は夫人 ｢仙女｣ を守るために自分の部隊を渡したくない, 彼女が高麗狼
の ｢全世界｣ ｢全霊魂｣ だと言った｡ 実際, ｢仙女｣ は一つのシンボルの役割を担っ
ている｡ それは ｢アリラン｣ 恋歌によってよく表現されている｡ この問題につい
て後に述べる｡ この作品が表す世界は長白山原始林に存在する地政的 ｢中心｣ と
｢周辺｣ の対立である｡ これを民族の角度から見ればまた漢民族と朝鮮族 (或い
は大韓民族) との対峙でもある｡ ｢私｣ は高麗狼の態度に困惑を隠せない｡
私は彼のかくも強い肯定の口調にびっくりした｡ われわれは黙った｡ 私は
咄嗟に彼を認める言葉が見つからなかった｡ しかし彼に反対する理由もなかっ
た｡ 実際, 私はこの瞬間彼の心に深く隠されていたものを垣間見た｡ 彼の愛
はこんなにも頑固で執拗である｡ 私は大変驚いたため, どうしたらいいか分
からなかった｡ (20)
｢私｣ の心理は明らかに高麗狼と隔絶した状態を呈している｡ 彼は高麗狼の考
えに同意せざるをえないが, 同時に彼に同調もできないでいる｡ この微妙な心理
の表出は高麗狼を ｢私｣ と同レベルに引き上げ, 周辺性を強調する効果を果たす｡
小宮に対して, 高麗狼は友人の態度を取る一方, 決して小宮の接収を受けいれ
ようとしない｡ ソ連軍が ｢仙女｣ を強姦するのを見て, 高麗狼は怒り, ソ連軍兵
士と小宮を銃殺した｡ ここに至って, 高麗狼はあらゆる接収を拒絶するようにな
る｡
1945年以後, 国民党と共産党は東北の武装ゲリラに対して積極的に接収する方
針を取った｡ ｢私｣ と小宮はまさにそれぞれ国民党と共産党の力を象徴している｡
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長白山に活動しているゲリラ隊, 緑林部隊は周辺勢力として接収対象とされてい
た｡ 高麗狼と ｢私｣, 小宮の対立は日本帝国の ｢中心｣ が崩壊した後, 台頭した周
辺勢力がいかなる他の勢力の接収と圧力をも撥ね退ける強さを持つことを表明し
ている｡ 作品の結尾に高麗狼の狂乱状態が描きだされる｡
狼の野生が強く発揮された｡ 彼は自分の拠点の村を焼き払い, ガムサクを
も焼き払った｡ 早朝の薄暗い中で多くの百姓が烈火に驚き, 泣き喚きながら
逃げ惑う｡ 狼はその情景を見て笑っていた｡
狼は恐ろしく発狂した！ (中略) 彼はすべての生物を手当たり次第殺した｡
(中略) 彼は絶叫した｡ ｢俺はすべてをやってしまう！すべてを！｣ と｡ (21)
恐らくこの部分は ｢高麗狼｣ を評価する際に最も難しい部分である｡ 高麗狼は
｢仙女｣ の死を境に性格が凶暴になり, 狂ったように殺戮を始めた｡ 作品はこの
ような狂暴な所業で終わっている｡ これは人物像の完成に不自然さを齎す結果と
なる｡ 作者は 『山洪暴発的時候』 序文にこのことを自ら認めている｡ ｢もしこの
七篇の小説のうち, どれが最も気に入るものかと問われたら, 私は 『高麗狼』 に
かつて大きな希望を抱いていたというだろう｡ 惜しいことにこの作品は描写上成
功しなかった｣ (22) と｡ 司馬は明らかに主人公描写の失敗を自覚している｡ ｢仙女｣
を守るために接収を固辞すること, その後の惨殺行為, この二つの行為の内在的
関連を作者は必ずしもうまく処理していない｡ その結果, 作品に必要な合理性,
整合性を欠き, 主題に散漫さを齎した｡
｢中心｣ と ｢周辺｣ の関係から見たとき, われわれが確認できるのは, 作者は
以前の ｢中心｣ が解体した後, 周辺地域の無秩序を表現し, 無秩序の中において,
｢周辺性｣ の強化を強調した｡ 作者は国共内戦を経験し, 武装勢力間の混戦と民
衆の悲惨を目の当たりにした｡ 陳芳明がかつて指摘したように, ｢世界は本来こ
のようではなかった｡ 人々がこのように世界を見るのは, 主流的文化或は覇権的
言説の影響によるものである｡｣ (23) 司馬桑敦は創作によって, これまで描かれな
かった歴史を描こうとしたのではないか｡ ｢高麗狼｣ は朝鮮戦争後に書かれ, 時
期的に作者が朝鮮戦争に注目する時期と重なる｡ この時朝鮮半島は共産圏と自由
社会圏によって南北に分断され, まさに東西冷戦の象徴となった｡ この事実は司
馬桑敦に深い思索と反省を促した｡ 彼の問題意識は反日本帝国主義からアジア全
体の反植民地統治, 民族主権確立へと広がった｡
三, ｢アリラン｣ 恋歌の象徴性
｢高麗狼｣ において, 高麗狼は言うまでもなく異民族を代表する主要人物であ
る｡ しかし, 高麗狼以外にもう一人の存在も重要な意味をもつ｡ それは ｢仙女｣
である｡ ｢仙女｣ はゲリラ隊員全員が憧れのまと, 高麗狼の妻で, 美しい朝鮮女性
である｡
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彼女の美しさにゲリラ隊のみんなが驚いた｡ われわれは彼女を ｢仙女｣ と
呼んだ｡ (中略) われわれは彼女を女神と崇めた｡ 特に狼は平素より涙を流
さないのを自慢にしていたが彼女の高麗語の ｢アリラン｣ 歌を聞いて大いに
感動し, 何度も涙を流した｡ 彼はすぐに彼女を愛してしまった｡ (24)
ここで注目されるのは, 人々が ｢仙女｣ に惹かれるのは彼女の美貌にあった｡
しかし, 高麗狼の場合は違っていた｡ 彼は間違いなく彼女の美しい高麗語の ｢ア
リラン｣ 恋歌に感動したのである｡ 彼の涙は何を意味するのか｡ ｢アリラン｣ 恋
歌は作品に二度登場する｡ 歌詞は高麗語の漢字音写である｡
阿里朗, 阿里朗,
阿里朗約！
阿里朗勾戞, 悩麻幹達,
那魯巴里勾, 戞西戞嫩姆恩！
・・・・・・｡ (25)
この歌の訳は作品の文中ではなく, 後注に記されている｡ 作者は意図的に ｢ア
リラン｣ 恋歌によってひとつの朝鮮人のみ共有できる言語空間を作り出している｡
｢私｣ と ｢仙女｣ はもともと恋愛感情を持っていたが, しかし ｢アリラン｣ 恋歌
の言語空間に中国人である ｢私｣ はついに入ることができなかった｡
｢アリラン｣ 歌は朝鮮半島を最も代表する民謡である｡ しかも朝鮮半島の他に
日本, 中国及びアジア各国の人々の間で膾炙されている｡ しかしこの歌の誕生の
背後に, 朝鮮が日本の植民地統治を受けたという悲惨な歴史が隠されている｡ 宮
塚利雄氏はその著 『阿里朗の誕生』 (26) に ｢アリラン｣ 歌に関する詳細な調査資
料を披露した｡ それによると, ｢アリラン｣ 歌はもともと李朝末期の労働歌とし
て誕生した｡ 1869年景福宮造営の際に多くの農民が動員され, 建築労働に従事さ
せられた｡ 厳しい労働の中で人々は自らを励ますために口ずさんだのがこの歌で
あった｡ 後各地にさまざまな ｢アリラン｣ 歌が派生し, 曲も歌詞も多く異なって
いた｡ しかし, ｢アリラン｣ 歌が真に朝鮮の悲運を代表する歌となったのは1926
年羅雲奎主演の映画 『阿里朗』 が上演された後である｡ 当時, 朝鮮は政治, 文化,
経済において, 日本の統治を受けていた｡ すべての文芸作品は日本総督府の厳し
い検閲を受けなければならない｡ しかしこの映画は巧みに検閲を潜り抜け, 京城
(ソウル) で上映された｡ 上映と同時に人気を博し, 人々は争って映画館に駆け
つけた｡ 主題歌 ｢アリラン｣ 歌が流れると, 人心が高揚し, 満場の観客が歌に合
わせて大合唱を始めた｡
1927年京城ラジオ局が開設, 1928年日本コロンビアレコード会社が朝鮮歌曲の
収録を行った｡ 1931年日本の歌として ｢アリラン｣ のレコードが発売される｡ こ
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のように, 朝鮮半島におけるメデア事業の発展が ｢アリラン｣ の歌の海外伝播を
促進する形となった｡ 日本ではいくつかの日本語 ｢アリラン｣ の流行歌が生まれ
た｡ 中国の東北地方にも伝播した｡ これらの流行歌は歌詞がそれぞれ異なってい
た｡ しかし 『高麗狼』 中の ｢アリラン｣ の歌詞はこれらの流行歌と違って, むし
ろ映画 『阿里朗』 の主題歌と極めて近い｡ 二つの歌について歌詞を対照してみよ
う｡
『阿里朗』 後註 映画 『阿里朗』 主題歌の意味
阿里朗, 阿里朗 阿里朗, 阿里朗, 阿里朗よ
越過阿里朗的峯, 阿里朗の峯を越えると,
的脚就会痛起来 私を捨てて去ったあなたは
因為是心薄幸人儿 (27) 一里行かないうちに足が痛くなるだろう｡ (28)
｢アリラン｣ 歌の意味については, 韓国慶煕大学教授徐延範氏によると, ｢民謡
『アリラン』 は日本植民地時代において朝鮮人の民族魂を呼び覚まし, 民族の心
の灯をともす歌であった｡ (中略) 『私を捨てていく君』 の 『私』 は祖国と人民を
暗示する｡ 祖国と人民を捨てていく人は 『一里行かないうちに足が痛くなる』 と
いう｡ これは愛国心の高揚を表したものだ｡｣ (29) 労働歌としての ｢アリラン｣ は
日本帝国の統治下にあって, 朝鮮民族の苦難と悲哀を吐露するひとつの手段であっ
た｡ 朝鮮語で歌う時は, すべての朝鮮半島人がその意味を感受し, 同じ文化と民
族感情に浸ることができるが, 統治者がこれに介入することができない｡ したがっ
て厳しい統治下にあっても ｢アリラン｣ 歌は朝鮮民族が享受できる自己表現の空
間であった｡ 高麗狼がこの歌に幾度となく感動し, 涙を流した所以はここにある｡
彼はこの歌が表す民族感情に強く共鳴したのである｡
司馬桑敦は長い間 ｢アリラン｣ 歌に注目した｡ 満州時代に中国東北地方にいた
彼はすでにこの歌を聞きなれていたと考えられる｡ 1963年韓国訪問の際にも彼は
この歌に言及した｡ 旅行記 ｢青雲閣上霓裳舞｣ に, ｢韓国独自の流行歌としては,
『アリラン恋歌』 と 『鳳仙花』 は最も有名だ｡ 歌は女性の低音で, 調べは重く, 悲
しげである｡ 訴えるがごときものである｡ 韓国のある文学者が批評したように,
この歌は韓国の圧迫された歴史と関係している｡｣ (30) と, ｢アリラン｣ と日本の
朝鮮統治との関係を指摘する｡
｢アリラン｣ 恋歌は ｢高麗狼｣ に二回出現する｡ それぞれの場面で違った象徴
的意味を表す｡ 第一回目は, 十年前 ｢私｣ が高麗狼とともに長白山の原始林で初
めて ｢仙女｣ に出会う時である｡
私たちは樺甸渾発河の下流で彼女と出会った｡ (中略) 彼女が高麗語で
｢アリラン｣ 恋歌を歌った時, 狼は大いに感動し, 沢山の涙を流した｡ (31)
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高麗狼たちが初めて ｢仙女｣ に出会った時期は抗日戦争中である｡ 映画 『アリ
ラン』 と同じように, この歌は植民地朝鮮を象徴し, 朝鮮民衆の悲哀を表してい
る｡
第二回目は日本敗戦後である｡ ｢私｣ は高麗狼を訪れ, 接収を試みようとした｡
偶然一連隊のソ連紅軍も高麗狼の軍営にいた｡ 夜, 歓迎パーテイの席上で ｢仙女｣
はまた ｢アリラン｣ 恋歌を歌った｡ しかし, 彼女の美しい歌声は却って大きな不
幸を呼んだ｡ ソ連紅軍の兵士は興奮して彼女を強姦してしまったのである｡ 高麗
狼は怒り, ついに鉄砲を乱射して, ソ連紅軍兵士を皆殺しにした｡ ｢仙女｣ も巻き
込まれて死んだ｡ その後高麗狼はついに発狂し, 無差別に殺戮を始めた｡ ｢アリ
ラン｣ 恋歌はここでは, 明らかに悲劇の始まりを暗示している｡ 二回目の ｢アリ
ラン｣ 恋歌が第一回目と異なる点は, 抗日戦争期から国共内戦期の変化である｡
この時, 高麗狼の部隊を取り巻いていたのは, ソ連紅軍, 中国共産党, 国民党とい
う複雑に対峙した勢力である｡ この構図は, やがてやってくる東西冷戦をあたか
も予示しているようである｡ ｢高麗狼｣ の創作時期は1955年, 朝鮮戦争後である｡
本論文の ｢一, 司馬桑敦の韓民族体験と創作｣ の項で見てきたように, 司馬桑敦
は朝鮮戦争とその後の韓国に強い関心を寄せていた｡ 彼は南北に分断された朝鮮
半島を冷戦の象徴と見ていたの｡ (32) このことは, ｢高麗狼｣ 創作の動機に関係す
ると考えるのが自然であろう｡ 従って, 作品中見られる第二回目の ｢アリラン｣
恋歌およびその直後に起こった事件は, 第二次世界大戦後, 東西勢力が対峙する
なかにある朝鮮半島の行方を暗示していたと見ることができよう｡ 高麗狼は ｢俺
の世界は彼女だ｡ 俺の魂の全ては彼女だ｡ 彼女を除いて俺は何もない！｣ (33) と
叫んだが, この叫びはまさに ｢仙女｣ が一つのシンボル――民族と祖国――であ
ることを強く印象づけるものである｡
｢アリラン｣ 恋歌がもつ意味はこれだけではない｡ さらに, 漢民族と朝鮮民族
を区別するひとつの文化的境界を表している｡ 司馬桑敦はこの歌を翻訳せずに,
朝鮮語の音写の形で引用している｡ ｢私｣ は ｢仙女｣ に惹かれるが, ついに ｢ア
リラン｣ の世界に介入することができなかった｡ だからこそ ｢私｣ は一つの決断
をする｡ ｢彼らは高麗人だ｡ 彼と彼女は一対になるべきだ｡｣ (34) ｢私｣ は高麗狼と
別れ, ｢別に抗日の道を探す｡｣ (35) これが十年前 ｢私｣ が高麗狼から離れた理由
である｡ ここで, 高麗狼と ｢仙女｣ は他者化され, ｢私｣, 小宮の漢民族との間に
通じ合うことのできない空間を構成してしまう｡ このような局面を朝鮮と中国と
いう二つの異なる文化の ｢差異性｣ を表していると言えよう｡ ｢アリラン｣ 恋歌
はこの二つの文化が相接する隣接面に介入不可能の空間を表す｡ このような性格
はポストコロニアル文学の性格を表わしていると見ることができよう｡
ポストコロニアル文学の基本的な原理は ｢現地的なアイデンティティーに必ず
つきまとっている差異性と不在性をテクストに印刻するという実践である｡ 完全
に対立する二つの話法, ひいては政治的・文化的な同一化の可能性を明確化する
ことは, 同時に, その両者の間に横たわっている, 文化的空間の輪郭を描き出す
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ことでもある｡ そして, 空白のまま残されている, この空間こそ, 意味を生成す
る差異性の場として, ポストコロニアル文学のテクストに欠くことのできない空
白なのだ｡ このような 『文化的空間』 は, 言語変異がもつメトニミー機能の直接
の産物と言える｡｣ (36) この原則はテクストにおいては常に本土言語, 注釈なしの
直接引用の方法で実践される｡ ｢高麗狼｣ 中の ｢アリラン｣ 恋歌は一つの好例と
見ることができよう｡ この歌は確かに一種の民族誌的な役割を果たしている｡ し
かし, もっと重要なのは, それと同時に, 朝鮮語の音写による表現やこの歌に対
する高麗狼と ｢私｣ を含む中国人の異なる理解によって, 朝鮮と中国の相違する
文化的な輪郭を描き出している｡ 言語的距離によって, 文化横断形式 (異文化を
跨る) テクストに特有の ｢文化的隙間｣ を維持し, 作品の主題――差異性の表明――
を強く打ち出すことである｡
｢私｣ と高麗狼の間の隔たりは明らかに文化の違いを表わしている｡ 高麗狼の
態度に対して, ｢私｣ はただ驚いて, なすすべもない｡
私は彼の強い語調にびっくりした｡ 私たちは互いに言葉を無くしてしまっ
た｡ (中略) 彼の愛がついにこんなに頑固で執拗である｡ 私はあまりの驚き
で, どう対処したらよいか分からなかった｡ (37)
｢仙女｣ は高麗狼にとっては祖国や民族の象徴である｡ しかし ｢私｣ にはただ
美しい高麗女性でしかない｡ 彼らの ｢彼此無言｣ は, 文化的差異性による結果と
見ることができよう｡ 結局, ｢私｣ は ｢仙女｣ への愛情も, 高麗狼の接収も失敗に
終わってしまう｡ 民族, 文化の差異性がこの結果を齎す重要な要素であることは
無視できない｡ 新しい ｢中心｣ による ｢周辺｣ に対するコントロールの失敗は逆
に, ｢周辺｣ 勢力の台頭を証明している｡
結論
｢高麗狼｣ という作品について, これまでの分析を通して言えることは, 現在
｢韓人題材小説｣ 研究の主流を占めているポストコロニアル文学批評の視点, す
なわち, 朝鮮は日本統治に苦しみ, 彼らの悲哀, 彼らの抵抗をいかに描写し, 作者
がいかに自分の感情を表現したか, このような視点と角度からでは ｢高麗狼｣ を
正確に読解或は批評することができない｡ 同じ朝鮮或いは朝鮮人を描いた作品で
あっても, 植民地時代と脱植民地時代, という大きな違いがある｡ この歴史的状
況の違いはすなわち, 帝国という明確な ｢敵｣ と戦うことと, その ｢敵｣ がなく
なった後, 過去からの脱皮を模索すること, という現実的に異なる課題を意味し
ている｡ ｢高麗狼｣ が他の ｢韓人題材小説｣ と異なる性格を持つ所以はここにあ
る｡
｢周辺性｣ の問題, 異文化文を跨る描写は ｢高麗狼｣ の主題―差異性の表明―
を導き出す｡ この作品の性格はポストコロニアル文学の性格を表わしているとい
― 104 ―
二
五
えよう｡ ｢高麗狼｣ が書かれた50年代には無論まだポストコロニアル文学理論は
存在していなかった｡ しかし, 実際, 東アジア各国はこの時にすでに植民地から
脱却し, 独立の道を歩みはじめ, ポスト植民地の時代に入っていた｡ 司馬桑敦の
中国大陸, 台湾, 日本, 韓国に対する認識はすでにコロニアからポストコロニア
へと移行していったのである｡ ｢高麗狼｣ は国共内戦期のゲリラ隊に対する描写
にとどまらず, さらに東西冷戦期前後の朝鮮半島の運命を暗示している｡ 従って,
我々はこの小説をひとつのポストコロニアル文学の試みと認め, 新しいスタイル
のポスト植民地の ｢韓人題材小説｣ として, 位置づけることができよう｡
ポストコロニアル文学としての ｢韓人題材小説｣ に対する批評や研究は, いま
まで以上に広い視野が求められている｡ 植民地時代に限らず, 脱植民地時代から
現在まで続いているポストコロニアルの現実を描いた作品にまで研究と批評の目
を向ける必要があろう｡
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